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特許情報の活用が新たな製品開発のヒント
になるとは？様々な情報が、特許情報から
見えてくる

特許情報の活用が
新製品開発へのヒントに

この動画のおさらい

M E M O

●地震による二次災害、震災火災を防ぐ「グラグラガード」
安全ブレーカーを主に、自動遮断機や、住宅用の分電盤、漏電火災警報機など、60年以上研究・開発を続け、ヒット商品を
開発してきたテンパール工業。これまで、事業者向けの製品開発（B to B）をメインとしていました。
そんな企業が、今回開発したのは一般ユーザー向けの製品（B to C）「グラグラガード」。
地震の揺れを感知し電気をストップ。地震による停電の復旧時に、傷んだ配線や家電などが通電により発火し、引き起こさ
れる震災火災を防ぐために開発した、コンセントに設置するタップ型感震ブレーカーだ。

●特許情報の活用が新製品開発のヒントに！
「出願されている特許の動向や技術に関する情報を収集し、分析する事で同業他社がどのような技術に注力しているか、今
後発売されてきそうな製品はどのようなものかを想定し、業界の技術動向や市場ニーズを把握することができる。」とテン
パール工業の知財担当者は話す。
また、業界の技術動向や市場ニーズ、さらには、今後参入してくる企業の動向も把握できるという。
その情報は、開発現場へと展開。モノづくりを行う現場との連携で、市場ニーズを捉えた新たな製品開発へと繋げていく。
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→発明の分野、技術の新規的内容
→他社技術情報、権利情報

→業界の技術動向、新規の競争相手
→今後参入する（海外）企業の動向
→脅威となる企業の情報

3. 上記以外にも特許情報の活用方法がないか考えてみましょう。

1.「特許情報」にはどのような情報が含まれ、どのようなことがわかるでしょうか。

→特許情報プラットフォーム（J-PlatPat）で同業他社あるいは製品分野により知財を検索し、
　業界の技術動向を知るとともに海外からの新規企業の日本市場への参入を事前に察知している。
→同業他社の特許調査をすることで、同業他社が市場に流通させる製品情報を新製品開発の参考にする。
→技術分野の視点から特許調査することにより、他業種から新たに市場に参入してきた企業の情報や
　業界の技術動向を把握する。

→自分たちの技術を活用した新規分野への参入のヒントが得られる。
→直面している課題を解決するヒントが得られる。
→特定技術の特許調査を行い、年代順に読み込んでいくことで、その技術のトレンド変遷等を掴むことができる。
→最新の特許をウォッチングすれば、少なくとも同業他社における１年６ヶ月前の開発状況を把握することもできる。
→権利が切れた特許を見つけた場合、その技術は自由に実施することができる。

2.テンパール工業では、特許情報をどのような方法で、どのように活用していましたか。

スタディーケースについて
以下の設問について考察しましょう。

M E M O

考察
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考察 スタディーケースについて
以下の設問について考察してください。
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→発明の分野、技術の新規的内容

→業界の技術動向、新規の競争相手

3.上記以外にも特許情報の活用方法がないか考えてみましょう。

1.「特許情報」にはどのような情報が含まれ、どのようなことがわかるでしょうか。

→自分たちの技術を活用した新規分野への参入のヒントが得られる。

2.テンパール工業では、特許情報をどのような方法で、どのように活用していましたか。


